
イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば

1
下
関
市
の
三
日
と
安
岡
の
、
ば
あ
い
、
-

岡

野

信

子

は
じ
め
に

一
 
両
地
墨
の
差
異
の
小
さ
な
語
彙
・
表
現
法
・
語
法

二
 
両
地
回
に
異
・
同
の
相
半
ば
す
る
分
野

三
 
両
地
学
の
差
異
の
著
し
い
語
彙
分
野

四
 
両
地
に
お
け
る
事
象
の
保
有
と
受
容

お
わ
り
に

は
 
じ
 
め
 
に

 
同
一
の
小
方
言
域
内
に
あ
っ
て
も
、
生
活
状
況
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
生
活
語

に
も
異
な
る
面
の
あ
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
も
、
断

片
的
に
は
そ
の
状
況
を
得
て
い
る
。
今
回
は
方
言
状
況
比
較
の
目
的
を
も
っ

て
、
内
日
（
ウ
ツ
イ
）
と
安
岡
（
ヤ
ス
出
猟
）
と
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

 
内
日
は
下
関
市
北
辺
の
山
間
の
地
で
、
農
業
・
林
業
を
営
み
、
牧
場
を
経
営

し
て
い
る
家
も
あ
る
。
下
関
駅
か
ら
は
バ
ス
で
約
五
十
分
の
地
で
、
 
一
日
数

回
の
便
が
あ
る
。
一
方
、
安
岡
地
区
は
響
灘
沿
岸
の
漁
業
、
商
業
、
農
業
の
地

で
あ
り
、
漁
業
者
は
か
つ
て
は
壱
岐
・
対
馬
に
も
出
漁
し
て
い
る
。
ま
た
海
運

業
の
栄
え
た
地
で
も
あ
り
、
国
鉄
の
山
陽
線
・
山
陰
線
の
開
通
以
前
は
、
大
阪

・
尾
道
方
面
と
の
交
易
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。
農
家
集
落
と
漁
家
集
落

と
は
道
路
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
お
り
、
漁
業
者
は
み
ず
か
ら
、
 
「
コ
コ
ノ
 
リ

ョ
ー
シ
ワ
 
ハ
タ
ケ
 
ヒ
ト
ウ
ネ
デ
モ
 
モ
ッ
タ
 
モ
ナ
ー
 
オ
ラ
ン
」
と
言

う
。
国
鉄
山
陰
線
の
安
岡
駅
は
下
関
駅
か
ら
わ
ず
か
十
六
分
の
距
離
で
、
バ
ス

も
頻
繁
に
通
っ
て
い
る
。

 
両
三
は
と
も
に
豊
関
方
言
（
豊
浦
郡
と
下
関
の
方
言
）
域
内
の
地
で
あ
る
。

農
家
こ
と
ば
と
漁
家
こ
と
ば
の
比
較
に
両
地
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
れ
ま
で
私
自

身
が
ほ
ぼ
同
程
度
に
両
地
で
自
然
傍
受
法
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
時
間
、
質
問
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
お
話
し
く
だ

さ
っ
た
の
は
つ
ぎ
の
方
々
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

 
内
需
 
一
九
八
五
年
九
月
二
十
八
日
調
査

秋
本
 
伴
成
（
T
5
）
 
大
田
 
 
誠
（
T
5
）

河
村
 
 
智
（
T
2
）
 
下
村
ッ
ヨ
ノ
（
T
4
）

豊
田
 
政
子
（
M
3
4
）
 
申
野
 
正
香
（
T
6
）

 
安
岡
 
一
九
八
五
年
九
月
三
十
日
調
査

，
桶
尾
 
政
道
（
T
1
3
）
 
尾
畑
 
正
和
（
T
7
）
．

岡
村
ハ
ル
エ
・
（
M
4
5
）

利
田
 
忠
義
（
T
1
1
）

福
田
 
定
久
（
S
7
）

隅
 
 
清
子
（
T
7
）
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岡
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あ
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浜
口
 
二
郎
（
M
．
4
4
）

一
 
両
地
間
の
差
異
の
小
さ
な
語
彙
・
表
現
法
・
語
法

 
身
体
語
彙
で
は
、
予
想
ど
お
り
方
言
差
は
き
わ
め
て
．
小
さ
か
っ
た
。
副
詞
語

彙
も
、
人
々
の
口
に
し
ぜ
ん
に
上
る
範
囲
で
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
》
．
表
現

法
・
語
法
面
に
お
い
て
も
、
方
言
差
は
小
で
あ
っ
た
つ

 
・
1
 
身
体
語
彙
、
関
連
語
彙
を
も
あ
わ
せ
記
す
。

ω
、
両
地
の
語
詞
が
同
一
で
あ
る
も
の

、
頭
部
・
顔
面
一
 
 
 
、
 
 
「
一

 
ア
烈
（
頭
）
、
オ
ヅ
、
ム
（
頭
一
育
児
語
）
、
オ
ド
リ
（
ひ
よ
め
き
）
、
カ
ミ

列
（
髪
）
、
力
刻
（
顔
）
 
・
ツ
ラ
（
顔
一
卑
語
）
、
デ
ビ
・
デ
ビ
チ
ン
・
オ
デ

 
コ
（
額
）
、
メ
（
目
）
、
メ
ガ
シ
ラ
（
目
頭
）
、
メ
ジ
リ
（
目
尻
）
、
メ
ン
タ

 
訓
（
眼
球
）
、
グ
ロ
メ
・
（
瞳
）
、
洲
P
メ
（
白
眼
）
、
司
ガ
ラ
メ
'
（
斜
視
）
、

‘マ

u
タ
（
瞼
）
、
マ
ヅ
ー
ゲ
（
随
）
、
マ
司
ゲ
（
眉
）
、
ミ
絹
（
耳
）
、
ミ
劃

．
ブ
（
耳
朶
）
、
ミ
ミ
ノ
ス
（
耳
穴
）
、
ハ
剥
（
鼻
）
、
ハ
ナ
ノ
囚
（
鼻
孔
）
．
、

 
ホ
ー
ベ
タ
（
頬
）
、
ホ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ク
（
横
っ
つ
ら
一
卑
語
）
、
コ
メ
カ
ミ
（
纐

 
瀬
）
、
ヒ
ゲ
（
ひ
げ
）
、
 
ク
チ
（
口
Y
、
 
ク
チ
ビ
ル
（
唇
）
、
 
ツ
バ
・
ベ
ロ

 
（
舌
）
、
ツ
ズ
（
唾
）
、
ア
ギ
（
顎
）
、
ノ
ド
．
（
咽
喉
）
、
ノ
ド
ブ
エ
（
喉
仏
）

胴
体

刺
タ
（
肩
）
、
ケ
ン
ビ
キ
（
肩
癖
-
肩
甲
骨
の
下
の
大
き
な
筋
。
肩
こ
り
の

時
、
こ
れ
を
引
っ
ぱ
っ
て
も
ら
う
）
、
r
ム
ネ
（
胸
）
、
パ
ラ
（
腹
）
、
ワ
キ
バ

刻
（
横
腹
）
、
コ
刻
ヨ
コ
チ
ョ
「
（
腋
下
一
本
来
は
育
児
語
で
あ
ろ
う
が
、
一
般

に
用
い
ら
れ
る
Y
、
コ
シ
（
腰
）
、
イ
ド
・
ケ
ツ
カ
ブ
（
尻
）

手
星

ウ
引
（
腕
）
馬
 
ソ
訓
デ
（
肘
か
ら
手
首
ま
で
）
、
 
ヒ
ジ
（
肘
）
、
デ
ク
ビ

（
手
首
）
、
 
テ
ノ
ハ
ラ
（
掌
）
、
テ
引
i
（
手
の
甲
）
、
．
オ
ヤ
ユ
ビ
（
親

指
）
、
ヒ
ト
サ
シ
ユ
ビ
（
人
差
し
指
）
、
タ
荒
言
カ
ユ
ビ
（
中
指
）
、
ク
ヌ
リ

ユ
ビ
 
（
薬
指
）
 
・
ベ
ン
サ
シ
ユ
ビ
 
、
（
薬
指
-
今
は
使
わ
な
い
語
）
、
 
コ
ユ
ビ

 
（
小
指
）
、
ア
シ
（
足
）
、
モ
モ
タ
（
腿
）
、
ヒ
カ
ガ
ミ
（
膝
の
後
、
理
解
語

で
あ
っ
て
使
用
語
で
は
な
い
）
、
ム
コ
ー
ズ
ネ
（
脛
の
前
面
）
、
キ
ビ
ス
（
踵
）
、

訓
i
．
ヒ
ダ
ス
ル
・
ピ
ザ
（
ダ
）
マ
ズ
ク
（
正
座
す
る
）
、
タ
テ
ピ
ザ
（
片
膝
を

立
て
た
座
り
か
た
）
、
ナ
ガ
レ
ビ
ザ
（
横
座
り
）
、

床
全
体
一

ゴ
劇
劉
（
体
）
、
タ
ッ
川
出
測
囚
r
（
恰
幅
が
よ
い
M
、
サ
ブ
サ
ブ
（
鳥
肌
）
、

」
ス
列
バ
瑚
（
硬
直
す
る
。
安
岡
の
漁
家
で
は
死
魚
の
硬
直
に
も
言
う
。
）
 
ア

劉
（
嬰
児
の
育
ち
ぐ
あ
い
。
内
日
で
は
、
農
作
物
・
家
畜
に
・
つ
い
て
も
言

う
。
、
「
ア
刈
ダ
．
ヂ
が
 
ワ
引
1
」
と
、
悪
い
ば
あ
い
に
多
く
使
用
さ
れ
る
。
）

②
 
分
地
の
語
詞
が
異
な
る
も
の
 
以
下
、
内
日
を
（
内
）
、
安
岡
を
（
安
）

 
と
略
記
す
る
。

 
つ
む
じ
 
ギ
リ
（
内
）
 
ギ
リ
ギ
リ
‘
（
安
）
．

顔
．
さ
ぎ
に
「
ツ
引
」
を
顔
の
卑
語
と
し
て
あ
げ
た
が
、
安
岡
で
は
「
き
り
ょ

 
、
う
が
よ
い
」
の
意
味
で
、
「
ツ
引
ガ
エ
ー
」
と
も
言
い
、
普
通
語
と
し
て
も
用

 
・
い
ら
れ
て
い
る
。

眉
毛
 
内
切
に
は
マ
イ
ゲ
が
先
出
の
マ
ヒ
ゲ
と
共
存
。

歯
茎
．
ハ
ド
テ
、
（
内
）
 
ハ
ブ
キ
（
安
）
＼

ぼ
ん
の
く
ぼ
 
ド
図
ノ
ク
ボ
（
内
）
 
倒
ー
ノ
ク
ビ
・
ボ
ン
ノ
ク
ビ
（
安
）
・
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膝
ヒ
ラ
ボ
照
洲
三
智
卦
（
内
）
ヒ
里
言
ン
（
安
〉
・

ふ
べ
ら
は
ぎ
 
ヒ
ル
マ
ス
ボ
（
内
）
 
ラ
ン
キ
ョ
ー
（
安
）

く
る
ぶ
し
 
ト
リ
コ
ノ
ブ
シ
（
内
）
 
名
を
知
ら
な
い
（
安
）

足
の
裏
 
ア
シ
ノ
ウ
ラ
（
内
）
 
ア
訓
ノ
ハ
ラ
・
（
安
）
、

あ
ぐ
ら
を
か
く
・
ピ
ザ
ー
ク
ム
・
ア
グ
ラ
ー
ク
ム
（
内
）
 
ア
ビ
タ
ク
ム
（
安
）

 
『
日
本
言
語
地
図
」
 
（
以
下
、
L
A
J
ど
す
る
）
上
に
は
、
 
「
ピ
ザ
ー
ク

 
ム
」
は
九
州
東
北
部
と
四
国
全
域
に
、
ま
た
中
国
地
方
に
も
か
な
り
広
く
分

 
布
し
て
い
る
。
一
方
、
ア
ブ
タ
類
は
「
ア
ブ
二
二
ク
」
が
京
都
府
・
兵
庫
県

 
め
北
部
か
ら
鳥
取
県
に
か
け
て
分
布
し
、
隠
岐
全
島
も
「
ア
ブ
タ
カ
ク
」
で

 
あ
る
。
ま
た
「
ア
ブ
タ
ク
ム
」
が
鳥
取
県
に
い
く
ら
か
あ
り
、
世
篭
に
面
し

 
た
山
口
県
の
豊
浦
町
と
、
玄
海
灘
に
面
し
た
福
岡
県
玄
海
町
の
心
地
に
あ

 
る
。
安
岡
の
「
ア
ビ
タ
ク
ム
」
は
こ
の
分
布
域
の
中
に
あ
る
。

し
も
や
け
 
カ
ツ
ヤ
ケ
・
ユ
キ
ヤ
ケ
（
内
）
 
カ
ン
バ
レ
．
（
安
）

 
L
A
J
で
は
「
カ
ン
ヤ
ケ
」
は
山
口
県
下
の
分
布
事
象
で
あ
り
隔
 
「
ユ
キ
ヤ

 
ゲ
」
は
本
州
の
日
本
海
岸
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
事
象
で
あ

 
る
。
 
一
方
、
 
「
ヵ
ン
バ
レ
」
は
広
島
・
山
口
両
県
の
瀬
戸
内
海
が
わ
に
分
布

 
し
て
い
る
。

体
格
が
よ
い
 
先
の
「
タ
ッ
パ
イ
ガ
エ
ー
」
の
ほ
か
に
、
安
岡
の
漁
師
は
「
ギ

 
釧
劃
i
」
 
（
五
体
が
よ
い
）
、
あ
る
い
は
「
刈
カ
エ
ガ
エ
ト
」
と
声
言

・
う
。
「
ガ
カ
イ
」
は
『
邦
訳
日
葡
辞
書
」
に
見
え
て
い
る
語
で
あ
る
。
『
日

 
本
国
語
尾
辞
典
」
に
は
、
建
物
や
体
格
の
大
き
な
こ
と
を
言
う
語
と
し
て
、
・

 
全
国
に
点
々
と
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
山
口
県
下
の
例
は
な
い
。
」

 
2
 
副
詞
語
彙

 
内
日
に
は
、
程
度
や
数
量
の
大
を
言
う
言
い
草
に
「
チ
ュ
ー
ニ
 
ゴ
ッ
ポ
ー

ド
ダ
イ
モ
ナ
ー
」
が
あ
り
、
安
岡
で
は
「
チ
ュ
ー
ニ
 
ゴ
ッ
ポ
ー
 
ト
デ
キ
モ
．

ナ
ー
」
．
で
あ
る
。
こ
れ
は
墓
地
の
程
度
副
詞
語
詞
が
同
似
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
言
え
よ
う
か
。
今
回
、
両
地
で
聞
い
た
程
度
副
詞
と
時
間
副
詞
は
つ
ぎ

．
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

・
ω
 
程
度
、
数
量
の
大
で
あ
る
て
と
を
言
う
副
詞

 
チ
ュ
ー
二
、
ゴ
ッ
ポ
i
、
、
オ
ー
ゴ
ト
、
オ
モ
エ
デ
、
コ
ン
ゲ
ン
、
・
コ
ン
ゲ
ン

 
到
i
、
刊
ヶ
・
ド
目
ー
シ
．
・
ド
目
「
判
ー
シ
モ
ナ
ー

，
安
岡
で
は
こ
の
ほ
．
か
に
ヤ
レ
（
ヤ
ー
レ
）
（
た
く
さ
ん
）
を
聞
い
て
い
る
。

㈲
 
中
程
度
を
言
う
副
詞

 
ダ
エ
ブ
、
ダ
エ
シ
ョ
ー
、
コ
ゾ
ケ
（
コ
ド
ケ
）
 
（
心
持
ち
多
く
）
、

㈲
 
程
度
、
数
量
の
少
を
言
う
副
詞

 
チ
ー
ト
、
チ
ョ
ッ
ト
、
チ
ビ
ッ
小

ω
 
「
お
お
よ
そ
」
と
言
，
ワ
副
詞

 
タ
エ
テ
i
。
オ
ー
ネ

㈲
 
時
間
性
の
副
詞

 
パ
ヨ
：
オ
ソ
i
（
早
く
）
、
イ
ッ
N
ギ
（
し
ば
ら
ぐ
）
、
イ
ッ
刻
（
い
つ
も

 
い
つ
も
）
、
ズ
ー
ズ
ー
（
い
つ
も
一
内
日
の
一
九
七
〇
年
の
カ
ー
ド
に
は
・
ズ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
 
 
コ

 
ー
ズ
ー
と
あ
る
が
、
今
回
は
ジ
ョ
ー
ジ
ョ
ー
と
発
音
さ
れ
た
。
 
「
常
住
」
で

 
あ
煮
）
、
ス
デ
ニ
（
今
に
も
）
、
ヒ
ー
テ
L
ジ
ュ
ー
（
一
日
中
）
‘
、
ヨ
ガ
ナ

 
ヨ
ッ
ペ
テ
（
夜
通
し
）
v
ペ
ザ
カ
ラ
（
最
初
か
ら
）

-
こ
こ
に
記
し
た
の
は
副
詞
語
彙
の
ご
く
一
部
で
あ
る
。
副
詞
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
造

語
さ
れ
て
そ
の
語
彙
量
も
大
で
あ
る
が
、
両
肘
の
副
詞
語
彙
の
差
異
は
小
さ
い

よ
う
で
あ
る
。
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イ
ナ
・
カ

（
田
舎
）
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と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
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、
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こ
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ば
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と
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岡
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ー



 
5
 
表
現
法
・
語
法

ω
．
あ
い
さ
つ
こ
と
ば

 
以
前
は
他
家
を
「
オ
ヨ
ロ
シ
ハ
ン
セ
ー
。
」
 
（
お
許
し
な
さ
い
ま
せ
）
と
訪

-
い
、
 
「
ヨ
ー
 
オ
イ
デ
ハ
ン
シ
タ
。
ア
ン
タ
ー
 
マ
メ
ナ
カ
ッ
タ
 
カ
ナ
。
」

 
（
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
あ
な
た
、
元
気
で
し
た
か
。
）
と
迎
え
た
。

ま
た
遠
方
に
帰
る
人
を
「
ゴ
ネ
ン
 
オ
イ
レ
ハ
．
ン
セ
ー
」
 
（
お
大
事
に
な
さ
い

ま
せ
）
と
送
っ
た
。
 
「
オ
ヨ
ロ
シ
ハ
ン
セ
i
」
は
、
 
「
ゴ
メ
ン
ナ
ハ
ン
セ
ー
」

ど
も
言
う
が
、
、
「
ハ
翻
1
」
は
今
は
「
ク
制
イ
」
に
変
っ
た
。

 
こ
れ
は
内
日
の
八
十
四
歳
女
の
語
っ
た
こ
Z
で
あ
る
。
安
岡
の
漁
家
の
人
々

も
、
こ
と
ば
の
丁
寧
な
老
女
が
、
「
ゴ
メ
ン
ナ
ハ
ン
セ
ー
」
と
訪
い
、
「
オ
イ

デ
ナ
ハ
ン
セ
ー
」
と
迎
え
、
 
「
ネ
ン
オ
 
オ
イ
レ
ナ
ン
セ
ー
」
と
送
っ
て
い
允

の
を
覚
え
て
い
る
。

 
両
地
の
こ
れ
ら
の
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
は
、
発
想
も
そ
の
「
な
さ
い
ま
せ
」
敬

語
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
「
な
さ
い
ま
せ
」
敬
語
使
用
の
頻
度
が
聖
日

で
は
高
く
、
安
岡
で
は
低
い
。
安
岡
の
漁
家
で
は
「
ナ
倒
1
」
 
「
ナ
翻

1
」
を
口
に
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
見
送
σ
こ
と
ば
の
「
ネ
ン
オ
 
イ
レ
．

ナ
イ
 
エ
。
」
や
、
病
気
見
舞
の
「
ネ
ン
オ
 
イ
レ
ン
ニ
ャ
ー
．
イ
ケ
ン
 
ゾ

ナ
。
」
は
今
日
も
多
用
さ
れ
る
。
ま
た
大
正
の
末
ご
ろ
ま
で
は
、
買
物
に
来
た

店
先
で
、
子
供
も
「
オ
イ
ロ
シ
」
と
呼
ば
わ
っ
た
こ
と
を
、
六
十
七
、
八
歳
以

上
の
人
々
は
記
憶
し
て
い
る
。

 
今
日
、
旧
地
で
は
、
親
し
い
間
が
ら
な
ら
ば
「
オ
ッ
テ
 
カ
ナ
」
 
（
ご
在
宅

？
）
の
訪
問
辞
を
よ
く
言
う
が
、
安
岡
の
漁
師
は
「
オ
ル
 
カ
エ
 
ノ
ー
」
と
、

 
「
テ
」
敬
語
ぬ
き
で
言
う
こ
と
も
多
い
。

ω
 
呼
び
か
け
と
あ
い
ず
ち

 
三
日
で
も
安
岡
で
も
、
男
性
は
同
輩
や
若
年
の
者
、
ま
た
妻
子
に
「
コ
リ
ー
」

と
呼
び
か
け
、
女
性
は
「
引
イ
 
、
引
イ
ト
と
呼
び
か
け
る
。
も
っ
と
ポ
）
、
 
「
今

 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ

は
コ
リ
ー
は
言
わ
な
い
」
と
言
う
人
が
多
か
っ
た
が
、
六
十
歳
の
漁
師
は
「
今

で
も
言
う
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
。
あ
い
ず
ち
に
は
両
罰
で
、
「
ハ
ー
 
ソ

レ
 
カ
ナ
。
」
 
「
オ
ー
 
ソ
レ
 
カ
エ
。
」
と
言
い
、
 
「
ソ
レ
 
イ
ノ
。
」
と

う
な
ず
く
。

㈹
 
動
詞
「
ヤ
ル
」
の
用
法

 
○
イ
ッ
ポ
ン
・
タ
バ
コ
．
ヤ
レ
ー
 
ヤ
。
 
一
本
、
煙
草
を
く
れ
よ
。

 
○
カ
シ
テ
 
劃
一
 
ヤ
。
 
借
し
て
く
れ
よ
。

．
こ
れ
ら
は
安
岡
の
漁
家
の
男
性
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
種
の
「
ヤ
レ
」
は

「
ク
レ
」
と
共
存
し
て
い
る
。
内
日
に
は
「
ヤ
レ
」
に
こ
の
用
法
は
な
い
。
山

口
県
下
長
門
域
で
は
、
私
は
萩
市
の
見
島
や
相
島
、
下
関
市
の
蓋
井
島
で
・
こ
の

用
法
を
聞
い
て
い
る
。
周
防
域
で
は
柳
井
市
で
一
九
八
五
年
五
月
に
こ
の
種
の

．
「
ヤ
ル
」
を
年
輩
の
男
性
た
ち
か
ら
聞
い
た
。
藤
原
与
一
著
『
方
言
敬
語
法
の

研
究
．
続
篇
』
に
は
、
 
「
ヤ
ル
」
の
こ
の
用
法
が
九
州
一
円
と
島
根
県
の
石
見

地
方
に
あ
っ
て
、
福
岡
県
下
に
こ
と
に
栄
え
て
い
る
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
安
岡
の
．
「
ヤ
ル
」
・
は
古
い
用
法
の
遺
存
と
思
え
る
。

ω
 
 
「
ゴ
ト
」
、
の
遺
存

 
○
オ
ナ
ゴ
ノ
ホ
ー
ガ
 
ド
ー
デ
モ
 
ナ
ガ
イ
キ
ョ
ー
ス
ル
ゴ
ト
 
ア
ル
。

 
 
女
性
の
ほ
う
が
ど
う
も
長
命
な
よ
う
だ
。

 
○
ホ
ク
リ
ク
ノ
ゴ
タ
 
ナ
イ
。
'
北
陸
の
よ
う
で
は
な
い
。

．
○
ト
ー
ト
ー
 
ワ
カ
ラ
ン
ゴ
ト
 
ナ
リ
マ
シ
タ
。
 
と
う
と
う
わ
か
ら
な
い

 
 
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（ 166 ）



 
○
イ
マ
ノ
ゴ
ト
 
…
…
。
 
今
の
よ
う
に
…
…
。

 
，
内
調
の
話
者
た
ち
は
、
、
「
ゴ
下
」
を
こ
の
よ
う
に
用
い
て
お
り
、
、
安
岡
の
話

者
た
ち
の
ば
あ
い
も
同
様
で
あ
っ
た
。
九
州
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
響
灘
域
も
、

農
家
漁
家
を
問
わ
ず
、
年
配
の
人
々
は
「
ゴ
下
」
（
如
）
を
言
う
。

㈲
．
能
力
可
能
表
現

 
旧
地
と
も
に
可
能
助
動
詞
「
エ
ル
」
を
用
い
、
 
「
イ
キ
エ
ル
」
（
行
く
こ
と

が
で
き
る
）
、
 
「
ヨ
ミ
エ
ン
」
（
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
）
の
よ
う
に
言
う
。

 
ち
な
み
に
、
能
力
可
能
表
現
に
助
動
詞
「
エ
ル
」
を
用
い
る
の
は
、
私
の
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
下
関
市
域
と
豊
浦
郡
で
あ
る
つ
厚
狭
郡
の
沿
岸
部
で
も

言
う
所
が
あ
る
。
．
萩
市
の
三
島
で
は
、
 
「
エ
ル
」
は
「
ヨ
ル
」
と
な
っ
て
、

 
「
イ
ッ
シ
ョ
ー
チ
ュ
ー
 
モ
ナ
 
ノ
ミ
ョ
ラ
ン
」
 
（
一
升
な
ど
と
い
う
大
量
の

酒
は
と
て
も
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
）
の
よ
う
に
言
う
。
山
口
県
下
で
は
「
ヨ

ー
 
ヨ
マ
ン
」
（
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
）
が
一
般
で
、
異
色
を
見
せ
る
「
唄

ル
」
 
「
ヲ
ル
」
は
、
九
州
西
辺
の
「
ユ
ル
し
（
ユ
ツ
）
に
続
い
て
い
る
。

 
内
日
・
安
岡
に
は
ま
た
北
九
州
の
「
キ
ル
」
も
わ
ず
か
な
が
ら
入
っ
て
い

．
て
、
 
「
孫
た
ち
は
イ
キ
キ
ラ
ン
（
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
）
な
ど
と
妙
な
こ
と

を
言
う
。
」
・
と
画
地
の
話
者
た
ち
は
語
っ
た
。

㈲
 
動
詞
の
活
用
型
の
推
移

 
旧
地
と
も
に
年
配
の
人
々
は
「
カ
ル
」
 
（
借
る
）
、
 
「
タ
ル
」
 
（
足
る
）
と

五
段
活
用
を
保
有
し
て
お
り
、
 
「
飽
く
」
は
「
ア
ケ
ル
」
と
下
一
段
活
用
で
あ

る
。
た
だ
し
青
少
年
層
で
は
望
地
と
も
に
「
カ
リ
ル
」
 
「
タ
リ
ル
」
 
「
ア
キ

ル
」
と
す
べ
て
上
一
段
活
肘
と
な
る
。
こ
の
上
一
段
化
は
、
語
ご
と
に
、
ま
た

活
用
形
ご
と
に
、
い
く
ら
か
遅
速
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
精
査
し
得
て
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

い
。
遅
速
は
、
両
地
の
間
に
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
梅
光
女
学
院
大
学
方
言
研

究
会
の
調
査
で
は
、
 
「
借
る
」
は
内
日
で
は
十
代
、
安
岡
で
は
三
十
代
と
十
代

が
「
カ
リ
ル
」
で
あ
っ
た
。

 
※
梅
光
女
学
院
大
学
方
言
研
究
会
で
は
、
一
九
八
四
年
に
、
下
関
市
の
貸
地

 
 
と
北
九
州
市
の
心
地
で
L
A
J
全
項
目
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
対
象
者

 
 
は
七
十
代
・
五
十
代
二
二
十
代
・
十
代
の
男
女
で
あ
る
。

 
一
方
、
 
「
見
ん
」
 
「
出
ん
」
を
九
州
と
同
様
に
「
ミ
ラ
ン
」
 
「
ゲ
ラ
ン
」
と

う
行
五
段
式
に
言
う
の
は
、
湿
地
の
話
者
た
ち
の
意
識
で
は
孫
た
ち
で
あ
る
。

私
自
身
は
漁
家
集
落
で
は
と
き
に
中
年
の
人
た
ち
か
ら
も
聞
い
て
い
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
表
現
法
・
語
法
面
の
両
雪
間
の
差
異
は
き
わ
め
て
小
さ

い
。 

 
 
一
一
両
地
間
に
異
ゼ
同
の
相
半
ば
す
る
分
野
，

 
旧
地
間
に
異
同
の
相
半
ば
す
る
分
野
と
し
て
「
言
い
な
ら
わ
し
」
を
と
り
あ

げ
る
。
語
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
も
、
そ
の
発
想
や
比
喩
に
特
色
の
あ
る
・
も
の

は
こ
こ
に
あ
げ
た
。

 
1
 
両
落
で
言
う
も
の

ナ
ベ
カ
ル
イ
 
村
八
分
。
現
在
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
以
前
は
や
っ
た
と
広
地

 
で
言
う
。
内
日
で
は
昭
和
初
期
ま
で
鉄
鍋
で
ご
飯
を
炊
い
た
の
で
、
こ
の
語

 
が
「
鍋
を
背
負
っ
て
一
所
帯
を
畳
ん
で
1
村
を
出
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

 
意
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
早
く
か
ら
ニ
ュ
，
ー
ム
の
釜
で
炊
い
て
い

 
た
安
岡
の
人
々
に
は
語
源
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

ミ
チ
ノ
コ
ヤ
シ
 
道
の
肥
料
。
無
益
の
出
費
。

（
内
）
ソ
ネ
ー
ナ
ト
イ
ー
 
ト
コ
ロ
デ
 
シ
ゴ
ト
ー
シ
テ
モ
 
ミ
チ
ノ
コ
ヤ

 
 
シ
ニ
シ
カ
噛
ナ
ラ
ン
 
デ
ヨ
。
そ
ん
な
遠
い
所
で
畑
仕
事
を
し
て
も
、
往

イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば
 
一
下
関
市
の
内
日
と
安
岡
の
ば
あ
い
i

ノ
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復
の
時
間
ば
か
り
か
か
っ
て
仕
事
に
な
ら
な
い
よ
。

 
（
安
）
ナ
ソ
網
 
オ
キ
ー
、
引
タ
ケ
テ
 
三
寸
ー
 
ナ
ラ
ー
。
ミ
ン
ナ
封

 
 
・
ノ
コ
ヤ
シ
ジ
ャ
ー
。
人
を
雇
っ
た
の
で
は
、
い
く
ら
漁
を
し
て
も
何
に
な

 
 
ろ
う
か
。
出
費
が
か
さ
む
ば
か
り
だ
。

ダ
ニ
ョ
ー
 
イ
ル
 
種
を
煎
る
。
．
材
料
や
資
金
が
底
を
つ
く
。
「

ダ
グ
ー
 
ナ
ゲ
タ
 
さ
じ
を
投
げ
た
。

．（

ﾀ
）
メ
ー
 
オ
ー
テ
 
ダ
グ
ー
 
ナ
ゲ
チ
ョ
ル
 
ポ
ジ
ャ
。
汐
に
追
わ
れ
た

 
 
り
瀬
に
網
を
と
ら
れ
た
り
、
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
や
る
気
を
な
く
し
て
い

 
 
る
の
だ
。

ゴ
タ
エ
ガ
 
ナ
バ
ニ
 
ナ
ッ
タ
 
ひ
ど
く
疲
れ
て
体
が
萎
え
て
し
ま
っ
た
。
-

オ
劃
デ
モ
 
シ
ッ
タ
ー
オ
ニ
 
た
と
え
鬼
で
も
知
り
合
い
の
鬼
の
ほ
う
が
よ

 
い
。
何
か
に
つ
け
て
知
人
は
頼
り
に
な
を
の
意
で
あ
る
。
話
者
た
ち
は
、

 
 
「
ト
到
-
洲
昭
耀
ギ
．
ヨ
リ
 
チ
刺
イ
 
キ
ン
ジ
ョ
」
 
（
遠
い
親
戚
よ
り
近

 
い
近
所
〉
と
同
じ
だ
と
言
う
。

別
ー
タ
 
ト
キ
 
刺
サ
ー
 
ヌ
ゲ
 
好
機
会
に
遭
遇
し
た
ら
十
二
分
に
ご
馳
走

 
に
な
れ
。
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
”

オ
カ
エ
チ
ョ
ル
 
少
し
知
恵
が
足
り
な
い
。
 
「
天
保
銭
」
な
ど
と
同
じ
だ
と
の

 
説
明
が
あ
っ
た
。
三
日
で
は
、
 
「
ヒ
川
．
訓
ス
ボ
ガ
・
ア
ガ
ッ
列
カ
ラ
 
ア
訓

 
ヤ
ー
 
オ
カ
エ
タ
 
デ
ヨ
。
」
 
（
ふ
く
ら
は
ぎ
が
硬
直
し
て
、
足
は
ば
か
に

 
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
の
よ
う
に
、
体
の
状
態
を
言
う
時
に
も
用
い
る
。

．
．
コ
ソ
コ
h
ツ
列
聖
で
之
そ
こ
そ
と
悪
口
を
言
う
。
コ
判
烈
囚
ク
と
も
。

ア
キ
ノ
 
ユ
ー
ヤ
ケ
 
カ
マ
ー
 
ト
ゲ
．
秋
の
夕
焼
は
晴
天
の
し
る
し
で
「
あ

 
る
Q
、
．

・
ケ
ー
ニ
モ
 
 
ハ
レ
ニ
モ
 
褻
に
も
晴
に
も
。
後
に
も
先
に
も
。

（
内
）
斜
ニ
モ
 
ハ
旧
註
モ
 
コ
『
、
引
引
駒
引
割
引
ジ
ャ
ケ
ー
。
後
に
も

 
．
先
に
も
こ
れ
一
枚
だ
け
だ
か
ら
。

2
 
心
地
間
に
小
差
の
あ
る
も
の

同
じ
発
想
で
表
現
の
や
や
異
な
漏
も
の
を
こ
こ
に
並
べ
た
。

（
内
）
シ
リ
ァ
ケ
ド
リ
 
尻
飽
け
鳥
。
飽
ぎ
っ
ぽ
い
人
置
。

（
安
V
ア
淵
ヤ
ス
ノ
ホ
列
ヤ
ス
 
新
し
い
こ
と
に
す
ぐ
飛
び
つ
く
が
す
ぐ
に
飽

 
き
る
者
。

（
内
）
シ
引
ガ
ゼ
．
マ
釧
イ
ダ
 
事
の
途
中
で
ひ
る
み
、
あ
る
い
は
意
欲
を
失

 
っ
て
や
め
て
し
ま
っ
た
。
 
「
シ
リ
ガ
セ
」
は
鋤
を
く
く
り
つ
け
た
横
木
。
，

」
こ
れ
を
牛
に
引
か
せ
る
。
牛
が
働
ぐ
気
を
な
く
す
と
後
す
ざ
り
し
て
こ
れ

 
を
ま
た
ぐ
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
言
い
で
さ
が
出
て
い
る
。

（
安
）
ケ
ツ
ー
ワ
ッ
タ
 
途
中
で
や
め
た

（
内
）
シ
引
ガ
セ
 
ノ
セ
ラ
レ
タ
，
人
の
．
口
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。

（
安
）
シ
リ
ウ
マ
ニ
ノ
ル
 
調
子
づ
い
て
他
者
に
便
乗
し
て
言
動
す
る
。
そ
の

 
よ
う
な
若
者
を
「
ヤ
カ
・
マ
シ
ー
。
イ
ッ
セ
ン
 
ニ
セ
ン
 
タ
コ
ー
テ
モ

 
エ
ー
カ
ラ
 
マ
ン
ナ
カ
ニ
 
ノ
レ
。
」
 
（
う
る
さ
い
。
 
一
銭
や
二
銭
高
く

 
て
も
よ
い
か
ら
真
中
に
乗
れ
。
入
の
尻
馬
に
乗
る
な
。
）
と
た
し
な
め
る

 
乏
い
う
。

（
内
）
イ
ッ
ポ
ン
ズ
ナ
ジ
ャ
ー
 
オ
エ
ン
 
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
暴
れ
牛

 
は
一
本
の
タ
ナ
オ
（
手
緒
）
で
は
追
え
ず
左
右
か
ら
手
緒
を
と
る
（
リ
ョ

 
ー
ク
チ
ト
ル
）
と
こ
ろ
が
ら
、
手
剛
い
人
に
つ
い
て
言
う
。

（
安
）
イ
ッ
調
ス
ジ
ジ
ャ
一
一
 
オ
エ
ン
 
右
の
も
の
と
同
意
で
あ
る
が
、
安

 
岡
で
は
警
戒
に
も
賞
賛
忙
も
言
う
と
い
う
。
牛
に
無
縁
a
こ
の
地
で
は
、

 
こ
の
言
い
な
ら
わ
し
の
由
来
に
つ
い
て
は
知
ち
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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（
内
）
ウ
ラ
ー
 
カ
エ
ス
 
今
ま
で
同
調
し
て
い
た
者
が
に
わ
か
に
反
対
の
言

 
 
動
に
出
る
。

 
（
安
）
テ
ノ
ヒ
ラ
ー
 
カ
エ
．
ス
 
右
に
同
じ
。

 
（
内
）
ワ
ラ
ー
 
タ
ク
 
中
傷
す
る
。
人
の
中
傷
で
縁
談
が
こ
わ
れ
た
時
な
ど

 
 
に
「
誰
々
が
列
ラ
ー
 
タ
イ
タ
ヶ
コ
 
ヤ
プ
レ
タ
」
ど
言
う
。

 
（
安
）
ソ
ー
バ
イ
ー
・
ソ
ー
バ
タ
レ
 
中
傷
す
る
者

 
3
 
両
地
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も
の
 
 
 
、
 
．
、

丙
、
型

三
審
墨
黒
半
侮
苗
の
太
り
ぐ
あ
い
で
A
コ
年
の
作
柄
は
半
ば
き
ま

 
る
。ハ

チ
ガ
ツ
ニ
ジ
ュ
ー
ヒ
チ
ン
チ
ニ
皇
ル
ト
ク
セ
ガ
ッ
汐
蕎
凌
は

 
八
月
二
十
七
日
に
植
え
る
と
病
気
に
な
ら
ず
虫
も
つ
か
な
「
い
。

‘
ナ
ガ
ズ
ナ
 
ハ
ワ
シ
チ
ョ
ル
 
の
ろ
の
ろ
と
勝
手
気
儘
で
あ
る
。
里
帰
り
し
て

 
何
日
為
泊
ま
る
嫁
庖
仕
事
の
の
ろ
い
人
を
批
評
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
長
い

 
手
綱
で
牛
を
つ
か
う
と
、
牛
が
勝
手
気
儘
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
言
い
な

 
．
ら
わ
し
が
出
て
い
る
。

オ
ー
コ
二
食
ッ
タ
事
が
挫
折
し
た
。
「
オ
ー
コ
」
は
両
端
に
鉤
の
つ
い
た

、．

V
秤
棒
で
あ
る
。
こ
の
鉤
で
稲
や
薪
の
束
を
突
き
さ
し
て
荷
う
の
で
あ
る

 
が
、
と
き
に
荷
が
重
す
ぎ
て
折
れ
、
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い
こ
之
が
あ
っ
た

 
と
い
う
。

引
訓
d
引
サ
ン
ニ
 
ク
矧
ガ
．
、
カ
カ
ッ
タ
ラ
 
刻
メ
 
南
方
の
龍
王
山
に
雲

 
が
か
か
っ
た
ら
雨
に
な
る
。

セ
キ
ノ
 
ポ
ー
ポ
ラ
ガ
 
ナ
ル
ケ
：
 
ア
シ
タ
ー
 
ア
メ
・
南
風
で
下
関
の
港

 
の
船
の
汽
笛
が
聞
こ
え
る
か
ら
明
日
は
雨
．
に
な
る
。
層

 
 
 
 
 
、

妥
圏

マ
ン
ボ
ー
 
体
ば
か
り
大
き
い
役
た
た
ず
を
罵
る
こ
と
ば
。
こ
の
名
の
魚
は
ご

 
ろ
ん
と
大
き
く
動
作
が
に
ぶ
い
。

ブ
ギ
ョ
ー
 
オ
ッ
タ
 
が
つ
ぐ
り
き
た
。
生
き
て
い
る
魚
の
顎
を
折
っ
て
漁
師

 
は
鮮
度
を
保
つ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
瞬
間
、
魚
が
が
っ
く
り
す
る
と
こ
ろ
か
・

 
ら
こ
の
こ
と
ば
が
生
ま
れ
た
。
曜
日
の
人
々
は
、
魚
の
行
商
人
が
「
コ
リ
ャ

 
 
ア
ギ
オ
リ
ジ
ャ
ケ
ー
．
ナ
ー
。
」
 
（
こ
れ
は
生
き
魚
だ
か
ら
ね
え
）
と
言
う

 
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
こ
の
慣
用
句
は
知
ら
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
、
，

ア
キ
ニ
シ
 
オ
ケ
ゾ
コ
 
秋
の
西
風
は
雨
を
も
た
ら
す
の
で
天
水
を
た
め
る
こ

 
と
が
で
き
る
。
遠
方
に
出
漁
す
る
漁
師
に
は
飲
料
水
が
貴
重
で
、
雨
が
降
れ

 
ば
す
ぐ
に
桶
に
取
っ
た
。

デ
ズ
キ
 
ハ
チ
ゴ
ー
 
イ
リ
ナ
カ
ラ
 
月
の
出
に
は
汐
は
八
分
め
満
ち
て
お

 
り
、
月
の
入
り
に
は
半
ば
干
て
い
る
。

，
ツ
ユ
ノ
 
ア
サ
ヤ
ケ
ワ
 
ナ
ヌ
カ
ノ
 
池
ー
テ
ン
 
梅
雨
に
朝
焼
け
が
す
る
と
、

 
七
日
間
晴
天
が
続
く
。

ア
メ
ガ
 
フ
ル
ノ
ワ
，
ツ
キ
ノ
．
イ
リ
カ
ラ
、
ツ
キ
ノ
デ
ニ
ワ
 
ア
メ
ガ
 
ア
ガ

 
ル
。
雨
が
降
り
は
じ
め
る
の
は
月
の
入
る
時
刻
で
あ
り
、
雨
が
降
っ
・
て
い
て

 
も
月
の
出
る
時
刻
に
は
あ
が
る
。
．

ヒ
U
ッ
釧
ミ
ナ
リ
ワ
．
刻
ー
カ
ゼ
㌧
一
、
ナ
ル
 
秋
か
ら
春
に
か
け
て
の
時
期
、
「
」

 
 
一
つ
雷
の
鳴
る
時
に
は
き
ま
ワ
て
大
風
に
な
る
。

カ
ミ
ナ
リ
 
ナ
ッ
テ
 
カ
デ
 
フ
カ
ズ
 
春
一
番
以
後
、
雷
雨
の
烈
し
い
こ
と

 
が
あ
る
が
、
案
外
、
風
は
吹
か
な
い
。
．

 
と
の
よ
う
に
、
こ
と
に
生
活
色
の
濃
い
も
の
は
生
活
の
異
な
る
地
に
は
伝
播

し
て
い
な
い
。
一
方
、
農
業
社
会
に
生
ま
れ
た
ど
思
え
る
言
い
な
ら
わ
し
の
中
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イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば
 
」
下
関
市
の
西
日
と
安
岡
の
ば
あ
い
ー



に
は
、
農
耕
の
経
験
の
ま
っ
た
く
な
い
安
岡
で
も
言
テ
も
の
も
あ
る
が
、
漁
業

社
会
か
ち
内
日
へ
入
っ
た
と
思
え
る
言
い
な
ら
わ
し
は
な
い
。

 
 
 
三
．
再
暫
間
の
差
異
の
著
し
い
語
彙
分
野

 
両
地
問
の
差
異
の
著
し
い
こ
と
の
予
想
さ
れ
る
語
彙
分
野
で
の
状
況
は
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
前
号
で
述
べ
た
家
号
語
彙
は
こ
こ
で
は
取
上
ザ
な
い
。

 
1
 
天
候
・
時
刻
語
彙
 
 
 
 
 
「
 
 
 
・
 
 
 
 
 
-

一．

来
ゴ
，
チ
（
内
）
 
（
安
）
 
東
風
。
薄
日
で
は
雨
を
も
た
ら
す
風
で
あ
る
。

ヒ
カ
タ
ゴ
チ
（
安
）
 
東
風
。
昼
中
ば
ゴ
，
チ
で
、
夜
に
は
風
が
穏
や
か
に
な

 
る
。
．
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
吹
く
が
し
け
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
 
「
引
ミ

 
ガ
 
シ
ン
デ
 
シ
マ
ウ
。
ヒ
ガ
シ
ノ
カ
ゼ
ワ
 
ウ
ワ
ッ
ツ
ラ
ダ
ケ
。
．
ソ
コ
ニ

 
ヒ
ビ
カ
ン
カ
ラ
。
」
（
海
が
死
ん
で
し
ま
う
。
東
の
風
は
海
の
達
っ
面
だ
け
で

 
底
に
響
か
な
い
か
ら
。
）
と
漁
師
は
言
う
。
、
漁
に
は
好
ま
し
く
な
い
風
で
あ

 
る
。

キ
刻
（
内
）
 
（
安
）
 
北
風
。
内
日
で
は
晴
天
を
約
束
す
る
風
で
あ
る
。

ネ
劇
列
（
安
）
 
わ
ず
か
に
西
に
ず
れ
た
北
風
。

ズ
ル
ギ
タ
（
安
）
 
雨
を
も
た
ら
す
北
風
を
「
ジ
ル
イ
北
」
と
言
っ
た
も
の
。

 
「
ズ
ル
」
・
は
「
ジ
ル
」
の
音
誰
で
あ
る
。
正
月
二
月
に
吹
ぐ
の
で
、
 
「
シ
．
ヨ

 
U
調
刻
ノ
 
ズ
ル
ギ
タ
」
と
言
う
。
ま
だ
「
ブ
リ
モ
ノ
ー
 
ヅ
．
ケ
テ
 
ク

 
ル
」
と
か
、
 
「
ヒ
ョ
リ
ニ
 
ナ
ッ
タ
カ
ト
 
オ
モ
ヤ
・
1
（
雨
が
）
パ
ー
ッ
ト

 
ク
ル
」
と
言
う
。

ア
オ
ギ
タ
（
安
）
 
北
風
。
 
「
ア
オ
」
 
（
青
）
は
空
の
色
で
、
 
「
キ
タ
ガ
 
ヒ

・
・
ド
ー
 
ナ
ツ
タ
ラ
 
ス
イ
へ
ー
セ
ン
ガ
 
ア
オ
ニ
 
ナ
ル
」
と
言
う
。
．
秋
の

 
北
風
。

ヤ
マ
ギ
タ
（
安
）
 
鴎
日
置
の
ほ
う
か
む
吹
い
て
く
る
秋
の
北
風
。
雨
を
も
た

 
ら
す
。

・
ジ
オ
ー
 
北
東
風
。
 
「
ジ
ョ
ー
」
．
と
も
言
・
ワ
つ
 
「
ジ
ア
オ
」
 
（
地
青
）
．
で
あ
ろ

 
う
。
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

キ
劃
チ
（
安
）
 
北
東
風
 
し
け
に
な
惹
こ
と
が
多
い
。

 
ハ
エ
ゴ
チ
（
安
）
 
南
東
風

ハ
エ
（
安
）
 
南
風

ハ
エ
ニ
シ
（
内
）
 
（
安
）
．
南
西
風
。
夏
の
終
り
か
ら
秋
に
か
け
て
吹
く
台
風
。

 
頃
日
で
は
シ
ノ
ブ
キ
の
屋
根
を
吹
き
と
ば
す
風
と
し
て
き
ら
わ
れ
た
。

．
ニ
シ
（
安
）
 
西
風

ア
ナ
ジ
（
安
）
 
北
西
風
。
秋
か
ら
三
月
で
う
ま
で
の
風
。
風
も
波
も
変
ら
ず
、

 
漁
に
は
よ
い
風
で
あ
る
。
 
「
ハ
エ
ニ
シ
ガ
キ
タ
ニ
ズ
ッ
タ
ラ
ア
ナ
ジ
」

 
で
、
北
に
動
く
こ
と
を
「
タ
コ
ー
 
ナ
ッ
タ
」
 
（
高
ぐ
な
っ
た
）
と
言
う
。

二
刑
ン
ノ
イ
ワ
か
コ
シ
（
安
）
 
 
旧
暦
の
二
月
半
ば
に
吹
く
突
風
。
 
「
春
」

．
番
」
で
あ
る
。
本
来
は
旧
暦
二
月
十
五
日
、
浬
藥
会
の
こ
ろ
の
風
で
「
ネ
ハ

 
ン
ノ
．
岩
起
こ
し
」
で
あ
る
が
、
話
者
は
「
二
半
の
…
」
と
理
解
し
て
い
る
。

メ
カ
ブ
オ
ト
シ
（
安
）
 
ネ
ハ
ン
ノ
イ
ワ
オ
コ
シ
の
別
名
。
波
が
ワ
カ
メ
の
茎

 
を
切
る
ほ
ど
の
烈
し
い
風
。

矧
ル
ノ
 
ヒ
ー
テ
ニ
シ
（
安
）
 
桜
の
時
期
の
、
一
日
吹
い
た
だ
け
で
穏
や
か
．

 
に
な
る
風
。
 
「
ハ
ル
ノ
 
ヒ
ト
ヨ
ニ
シ
」
と
も
言
う
。

一
雨
・
雲
・
星

ツ
ユ
ノ
ア
シ
ジ
眉
、
（
安
）
 
梅
雨
あ
け
ご
ろ
に
、
ま
つ
白
い
太
い
雨
足
遊
見
せ

 
て
激
し
く
降
る
雨
。
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カ
ゼ
ソ
バ
エ
（
内
）
 
（
安
）
 
風
と
と
も
に
来
る
通
り
雨
。
北
の
風
が
多
い
。

 
安
岡
で
は
、
秋
か
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
の
こ
の
風
の
時
は
無
理
な
漁
は
す
る
な

 
と
言
う
。
-

キ
ツ
ネ
ノ
ヨ
メ
イ
リ
（
内
）
 
（
安
）
 
天
気
雨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ワ
ミ

イ
ワ
ミ
タ
ロ
ー
（
安
）
 
梅
雨
あ
け
時
、
北
の
空
に
出
る
入
道
雲
。
石
見
の
方

・
角
に
出
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブ
ン
ゴ

ブ
ン
ゴ
タ
ロ
ー
（
安
）
 
梅
雨
あ
け
時
馬
南
方
、
豊
後
の
方
角
に
出
る
入
道

 
雲
。
「
イ
ワ
ミ
タ
三
三
」
 
「
ブ
ン
ゴ
タ
ロ
ー
」
は
日
和
の
安
定
を
約
束
す
る
。

 
こ
の
ほ
か
、
雲
の
名
ど
し
て
内
日
で
は
コ
＝
ー
ド
」
グ
モ
」
（
入
道
雲
）
、

 
「
イ
ワ
シ
グ
モ
」
 
（
鰯
雲
）
の
名
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
知
識
と
し
て
の
名
の

 
よ
う
で
あ
る
。

ネ
ボ
シ
（
安
）
 
北
極
星

ス
マ
ル
（
安
）
 
す
ば
る
星
。
十
一
月
ご
ろ
は
午
後
十
時
ご
ろ
水
平
線
に
入
る
。

 
漁
師
は
「
ス
マ
ル
ガ
 
ハ
イ
ル
ト
 
ナ
マ
コ
ガ
 
デ
テ
 
ク
ル
」
・
（
す
ば
る

 
星
が
水
平
線
に
入
る
時
期
に
な
る
と
な
ま
こ
が
出
て
く
る
）
と
言
い
な
ら
わ

 
し
て
い
る
。

一
時
刻

モ
ー
キ
ー
ド
キ
（
安
）
 
夕
暮
時
。
全
日
で
は
「
バ
ン
ガ
タ
」
 
（
晩
方
）
と
し

 
か
言
わ
な
い
。
安
岡
の
話
者
た
ち
は
、
幼
時
、
夕
暮
時
に
「
ハ
ヨ
 
モ
ド
ラ

 
ン
ト
 
モ
ー
モ
ー
ガ
 
デ
ル
 
ド
ー
。
」
（
早
く
帰
ら
な
い
と
化
け
物
が
出
る

 
ぞ
）
と
親
た
ち
に
恐
れ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
 
「
モ
ー
モ
ー

 
ド
キ
」
は
山
口
県
周
辺
で
は
対
馬
や
島
根
県
の
石
見
地
方
で
言
っ
た
こ
と

 
が
、
そ
の
方
言
集
に
見
え
て
い
る
。
山
口
県
内
の
諸
方
言
集
に
は
見
え
な
い

 
が
、
福
田
百
合
子
氏
の
『
百
合
子
の
ふ
る
さ
と
辞
典
」
に
あ
り
、
直
接
の
教

 
示
も
い
た
だ
い
た
。
氏
は
山
口
市
に
生
ま
れ
育
た
れ
た
方
で
あ
る
。
安
岡
の

 
「
モ
ー
モ
ー
ド
キ
」
は
新
来
の
も
の
で
は
な
く
、
古
い
事
象
の
遺
存
と
見
る

 
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

 
2
 
動
植
物
語
彙

 
こ
の
項
に
は
会
話
中
に
自
然
に
出
た
も
の
の
二
、
三
を
挙
げ
る
。
層
意
図
的
な

調
査
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

蛇
 
ヤ
ム
シ
（
内
）
ク
チ
ナ
ワ
（
安
）

 
L
A
J
に
見
る
と
「
ヤ
ム
シ
」
は
山
口
県
下
の
豊
浦
郡
・
厚
狭
郡
に
分
布

 
し
、
そ
れ
を
囲
ん
で
九
州
・
中
国
・
四
国
・
近
畿
に
「
ク
チ
ナ
ワ
」
類
が
広

 
く
分
布
し
て
い
る
。

ひ
き
が
え
る
 
ヒ
キ
・
ド
ン
ビ
キ
（
内
）
 
ワ
ク
ド
（
安
）

 
L
A
J
で
は
山
口
県
下
に
は
ヒ
キ
類
が
分
布
し
、
 
「
ワ
ク
ド
」
は
九
州
に
広

 
く
分
布
し
、
山
口
県
下
に
は
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
 
カ
エ
ル
ゴ
・
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
（
内
）
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

 
（
安
）

せ
き
れ
い
 
ソ
バ
ウ
エ
ド
リ
（
内
）

 
蕎
麦
を
植
え
る
こ
ろ
に
よ
く
見
か
け
る
と
三
日
の
人
々
は
言
う
。
安
岡
の
人

 
々
は
、
鳥
の
名
は
、
ス
ズ
メ
・
ツ
バ
ク
ロ
・
メ
ジ
ロ
・
カ
モ
メ
ぐ
ら
い
し
か

 
知
ら
な
い
と
言
う
。

げ
ん
の
し
ょ
う
こ
 
ミ
コ
シ
グ
サ
（
内
）
 
（
安
）

 
安
岡
の
話
者
た
ち
に
も
、
学
校
か
ら
の
帰
途
に
採
っ
て
き
て
蔭
干
し
に
し
て

 
い
た
記
憶
が
あ
る
。
薬
草
で
あ
る
。

 
動
植
物
語
彙
の
分
野
に
も
、
長
門
域
に
特
有
な
方
言
事
象
は
内
日
に
よ
り
根

強
く
、
安
岡
に
は
九
州
域
分
布
事
象
を
受
入
れ
や
す
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。

イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば
 
一
下
関
市
の
内
事
と
安
岡
の
ば
あ
い
r
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5
 
生
業
語
彙

 
生
業
関
係
の
語
を
、
．
「
物
」
、
 
「
家
畜
」
，
、
 
「
作
業
」
、
 
「
生
業
」
に
分
類

し
て
記
す
。
 
 
 
 
．
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
．

ω
 
「
物
」
関
係
の
語
詞

イ
刻
と
サ
刺
刀
・
安
岡
の
漁
家
で
は
、
市
場
に
出
す
ま
で
は
「
イ
訓
」
で
、
店

 
頭
や
行
商
の
魚
は
・
「
サ
カ
ナ
」
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち
釣
り
に
出
る
の
は

 
「
イ
オ
 
ツ
リ
ー
 
イ
ク
」
で
あ
り
、
獲
っ
て
来
た
魚
を
「
イ
オ
 
モ
ッ
テ

 
イ
剥
ン
 
カ
イ
」
 
（
魚
を
持
っ
て
帰
ら
な
い
か
∀
と
近
隣
の
者
に
与
え
る
。

 
た
だ
し
、
」
魚
屋
は
「
サ
カ
ナ
ヤ
」
で
あ
り
、
魚
の
行
商
の
女
性
は
「
サ
カ
ナ

 
ウ
リ
ノ
 
オ
バ
罰
」
で
あ
る
。

 
 
一
方
、
内
室
で
は
「
サ
到
」
と
し
か
言
わ
な
い
が
、
話
者
の
申
、
一
人

 
、
だ
け
が
、
 
「
子
供
の
こ
ろ
ウ
オ
ツ
リ
と
言
っ
た
よ
う
だ
」
と
答
え
た
。

ア
ギ
オ
リ
・
ビ
タ
（
安
）
 
生
き
魚
。
 
「
ア
ギ
オ
リ
」
の
出
自
に
つ
い
て
は
先

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
に
述
べ
た
。

ジ
ジ
（
内
）
 
（
安
）
 
魚
の
育
児
語

タ
ダ
マ
イ
（
内
）
，
（
安
）
 
う
ち
ぢ
米

フ
チ
カ
タ
マ
イ
（
内
）
 
自
家
用
の
飯
米
．

」
ス
劉
（
内
）
 
（
安
）
 
も
み
が
ら
。
安
岡
の
漁
家
は
、
対
馬
な
ぜ
に
断
下
す

．
る
時
、
ス
列
刊
や
ノ
ゴ
ー
グ
ズ
の
中
に
氷
を
入
れ
て
行
っ
た
の
で
こ
の
名
を
知

 
っ
て
い
る
と
言
う
。
現
在
は
ハ
ッ
ポ
ー
入
チ
刀
ー
ル
を
用
い
て
い
る
。

リ
ョ
ー
カ
・
ケ
ブ
（
安
）
・
ヨ
」
 
デ
キ
タ
（
内
）

 
忌
日
で
は
豊
作
を
「
ヨ
ー
 
デ
キ
タ
」
と
喜
び
、
安
岡
で
は
大
漁
を
「
リ
ョ
ー

 
カ
ニ
 
・
ナ
ッ
タ
」
、
．
．
「
劉
1
・
カ
ガ
ア
ッ
タ
」
と
喜
ぶ
。
 
「
金
町
」
で
あ
ろ

 
う
か
。
わ
ず
か
の
漁
獲
の
時
に
は
「
ケ
ブ
ジ
ャ
ー
」
（
ヶ
ブ
だ
）
と
言
う
。

ω
 
家
畜
関
係
の
語
詞

ウ
マ
、
オ
ス
ウ
マ
、
ヒ
ン
バ
（
雌
馬
）
，
、
．
コ
ウ
マ

 
 
昭
和
初
期
ま
で
は
駄
馬
と
し
て
馬
を
飼
っ
て
い
た
内
日
の
人
々
は
、
馬
に

 
つ
い
て
こ
れ
ら
の
語
を
有
し
て
い
る
が
、
安
岡
の
人
々
は
・
．
「
ヒ
ン
バ
」
は
知

 
ら
な
い
。
そ
の
他
も
理
解
語
に
す
ぎ
な
い
み

ウ
シ
、
コ
．
，
ト
イ
．
（
雄
牛
）
、
ウ
ナ
ミ
ハ
雌
牛
）
、
ベ
ベ
適
忍
ル
ク
チ
（
子
牛
）

」安

ｪ
の
漁
家
の
人
々
も
、
 
「
ウ
シ
」
 
「
コ
ッ
ト
イ
ウ
シ
」
 
「
ベ
ベ
ウ
シ
」
と

．、

｢
う
語
は
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
体
の
頑
丈
な
人
を
「
コ
ッ
ト
イ
ウ
シ
」
と

 
も
言
う
ゆ

タ
ナ
オ
、
ハ
ナ
グ
リ
、
モ
ク
チ
、
ウ
シ
コ
バ
ナ
・
ソ
エ
バ
ナ
（
内
）

 
「
タ
ナ
オ
」
 
（
手
緒
）
は
手
綱
、
 
「
ハ
ナ
グ
リ
」
は
鼻
輪
で
あ
る
。
子
牛
の

 
こ
ろ
は
「
ハ
ナ
グ
引
」
が
通
せ
な
い
の
で
「
モ
グ
引
」
．
（
口
輪
）
を
は
め
、
・

 
こ
れ
に
手
緒
を
つ
け
る
。
気
性
の
荒
い
牛
に
は
「
ハ
ナ
グ
リ
」
の
ほ
か
に
も
．

 
う
一
つ
「
ソ
エ
バ
ナ
」
 
（
添
え
鼻
）
を
通
し
、
・
こ
れ
を
「
ウ
シ
コ
バ
ナ
」

 
（
牛
小
鼻
）
と
も
言
．
つ
た
。
こ
れ
ら
の
語
鳳
安
岡
の
話
者
た
ち
に
は
無
縁
で
．

 
あ
る
。

㈲
 
作
業
関
係
の
語
詞

カ
タ
ラ
イ
（
内
）
、
 
二
家
以
上
で
一
人
の
奉
公
人
を
雇
い
、
そ
の
者
が
日
を
定

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッ
ノ
シ
マ

 
め
て
そ
れ
ら
の
家
で
働
く
こ
と
。
農
繁
期
や
造
林
の
下
刈
り
の
時
に
角
島
や

 
コ
ツ
ト
イ

 
特
牛
か
ら
雇
入
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
以
降
、
こ
の
風
習
は
な
く

 
な
っ
た
と
い
う
。

ヤ
ト
イ
下
（
内
）
．
雇
い
人
。
男
性
は
「
オ
ト
コ
洲
」
 
（
男
衆
）
．
、
女
性
は
オ
引

 
ゴ
シ
（
女
子
衆
）
と
言
う
。
農
業
が
機
械
化
さ
れ
て
か
ら
は
こ
れ
ら
の
人
を

 
入
れ
な
ぐ
な
っ
た
。
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フ
ナ
カ
タ
（
安
）
 
白
図
の
た
め
に
雇
入
れ
た
人
。
漁
業
の
盛
ん
で
あ
っ
た
時

 
代
に
は
北
九
州
か
ら
多
く
の
人
が
入
っ
て
い
て
、
安
岡
に
定
住
し
た
人
も
い

 
る
。

イ
ー
デ
ズ
ル
（
内
）
 
二
軒
以
上
が
共
同
作
業
を
す
る
。
今
日
も
造
林
の
下

 
刈
り
な
ど
を
こ
の
方
法
で
す
る
。

イ
ー
モ
ド
シ
（
内
）
 
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
家
が
、
後
日
、
同
様
に
先

 
方
を
手
伝
う
こ
と
ゆ

コ
ー
ロ
ク
（
合
力
）
 
（
内
）
 
タ
ダ
コ
ー
ロ
ク
（
安
）
 
と
も
に
無
賃
労
働
奉

 
仕
を
葺
う
。
弁
当
持
参
の
ば
あ
い
、
内
日
で
は
，
「
列
イ
デ
ノ
コ
ー
ロ
ク
」
と

 
言
う
。

テ
ゴ
ー
（
内
）
 
（
安
）
 
手
伝
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

シ
ノ
キ
リ
、
シ
ノ
ダ
ジ
、
シ
ソ
ブ
キ
、
シ
ノ
タ
テ
バ
（
内
）
 
屋
根
を
「
シ
ノ
」

 、

i
す
す
き
の
大
き
く
な
っ
た
も
の
）
で
ふ
炉
た
内
日
に
は
こ
れ
ら
の
語
が
あ

 
る
。
 
「
シ
ノ
」
を
生
や
し
て
い
る
「
シ
ノ
タ
テ
バ
」
か
ら
「
シ
ノ
」
を
切
り

 
出
す
の
は
大
変
な
労
働
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
ら
の
・

 
語
は
安
岡
で
は
ま
っ
た
く
聞
け
な
い
。
安
岡
の
漁
家
は
「
ワ
ラ
ブ
キ
」
で
あ

 
つ
た
が
、
そ
の
職
入
は
三
日
か
ら
入
っ
て
い
る
。

オ
ー
コ
（
内
）
 
両
端
に
鉤
の
つ
い
た
天
秤
棒

ロ
ク
シ
ャ
ク
（
内
）
 
（
安
）
 
天
秤
棒

ネ
、
コ
ズ
キ
ン
（
安
）
 
布
を
筒
状
に
縫
っ
た
防
寒
頭
巾
。
漁
の
時
、
頭
か
ら
首

 
ま
で
か
ぶ
る
。

ズ
ッ
割
ン
（
内
）
．
毛
糸
で
編
ん
だ
も
の
、
あ
る
い
は
布
で
縫
っ
た
も
の
が
あ

 
つ
た
が
、
現
在
は
タ
オ
ル
の
ホ
ー
カ
プ
リ
だ
と
い
う
。

ω
 
生
業
関
係
の
語
詞
．

シ
ョ
ー
バ
イ
 
漁
家
で
は
漁
を
す
る
こ
と
を
「
シ
ョ
ー
バ
イ
」
と
言
う
。
す
な

 
わ
ち
、
 
「
キ
タ
ニ
 
ナ
ッ
タ
ラ
 
ワ
リ
ト
ー
 
シ
ョ
ー
バ
イ
ガ
 
デ
キ
ル
」

 
（
北
風
に
な
っ
た
ら
わ
り
あ
い
漁
が
よ
く
で
き
る
）
、
 
「
ヨ
ル
ノ
 
シ
ョ
ー

 
バ
イ
ケ
 
ナ
ー
・
。
ネ
ム
ト
ー
チ
 
イ
ケ
ン
。
」
 
（
夜
の
漁
だ
か
ら
ね
え
。
眠

く
て
た
ま
ら
な
い
。
）
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
内
日
の
人
々
の
言
う

 
「
シ
ョ
ー
バ
イ
」
は
町
の
商
人
の
業
で
あ
る
。

ア
キ
ナ
イ
 
内
日
で
は
町
に
野
菜
や
薪
を
売
り
に
出
る
こ
と
、
安
岡
で
は
魚
を

売
り
に
出
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
業
を
土
地
で
「
ウ
リ
・
モ
ノ
ニ
 
ィ
ク
」
と

 
も
言
う
。
安
岡
で
は
、
 
「
獲
り
に
行
く
の
は
シ
ョ
ー
バ
イ
、
売
り
に
行
く
の

 
は
ア
キ
ナ
イ
」
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。
安
岡
の
魚
の
行
商
に
は
、
昭
和
十

 
二
、
三
年
ご
ろ
ま
で
は
、
ハ
ン
ギ
リ
（
半
切
桶
）
に
魚
を
入
れ
て
頭
上
運
搬

 
を
し
た
カ
ネ
リ
（
女
の
魚
行
商
人
）
が
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、
天
秤
棒
の
担

 
い
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
で
の
運
搬
へ
、
現
在
は
バ
ス
や
列
車
で
の
運
搬
と
移
っ
て

 
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
，

ト
ク
イ
（
安
）
 
い
つ
も
買
っ
て
く
れ
る
家
。
カ
ネ
り
た
ち
の
問
に
「
オ
ト
カ

 
一
 
ト
ラ
レ
テ
モ
 
ト
ク
イ
ワ
 
ト
ラ
レ
ン
ナ
」
（
た
と
え
夫
は
奪
わ
れ
て
も

 
得
意
は
奪
わ
れ
る
な
）
め
言
い
草
が
あ
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ズ
ケ
（
安
）
 
 
「
常
付
け
」
で
あ
ろ
う
。
魚
代
も
月
末
払
い
と
い
っ
た

 
安
定
し
た
得
意
先
。

ト
イ
ノ
オ
バ
ハ
ン
（
内
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘

 
 
魚
の
行
商
に
来
る
女
性
は
、
得
意
先
が
一
定
し
て
い
た
が
、
買
う
家
々
は

 
行
商
の
女
性
を
「
ト
イ
ノ
オ
バ
ハ
ン
」
と
も
、
ま
た
地
名
を
冠
し
て
「
ヨ
シ
．

 
ミ
ノ
オ
バ
ハ
ン
」
の
よ
う
に
も
呼
ん
だ
と
い
う
。
 
「
ト
イ
」
に
つ
い
て
、
重

 
本
多
喜
三
編
『
長
門
方
言
集
」
 
（
国
書
刊
行
会
復
刻
）
に
は
、
 
「
浦
の
魚
商
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イ
ナ
ヵ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば
 
1
下
関
市
の
内
面
と
安
岡
の
ば
あ
い
i



 
人
の
売
り
付
け
の
部
落
区
域
を
言
う
」
と
あ
る
。
現
在
こ
の
語
を
記
憶
し
て

 
い
る
人
は
少
な
い
。

測
ガ
（
内
）
 
（
安
）
 
仲
買
人
。
ち
な
み
に
福
岡
県
下
で
は
女
性
の
魚
行
商
人

を
言
い
、
山
口
県
下
長
門
域
に
も
魚
の
行
商
人
を
言
う
所
も
あ
る
。

四
 
両
地
に
お
け
る
事
象
の
保
有
と
受
容

 
内
幸
と
安
岡
の
ど
ち
ら
が
旧
来
の
方
言
事
象
を
根
強
く
保
有
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
伝
播
し
て
き
た
方
言
事
象
や
共
通
語
事
象
を
ど
ち
ら
が
よ
り
早
く
受
容

す
る
か
は
、
単
純
に
は
言
い
が
た
い
。
が
、
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
観
察
で
は
、

安
岡
漁
業
社
会
の
ほ
う
が
、
旧
来
の
も
の
を
根
強
く
残
す
面
と
他
地
か
ら
の
も

の
を
い
ち
早
く
受
容
す
る
面
と
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
て
（
そ
の
言
語
状
況
が
多

様
で
あ
る
。

 
 
た
と
え
ば
「
こ
ん
な
」
に
相
当
す
る
方
言
事
象
は
内
日
に
は
「
コ
ネ
！
引
」
、

安
岡
に
は
「
コ
ネ
ー
ナ
」
と
「
コ
ガ
ー
ナ
」
が
併
存
し
て
い
る
。
広
戸
淳
著

 
「
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
」
錨
「
こ
ん
な
」
の
図
に
お
け
る
両
事
象
の
分
布

状
況
は
、
 
「
コ
ネ
ー
ナ
」
、
は
「
コ
ガ
ー
ナ
」
よ
り
は
古
い
こ
と
を
見
せ
て
い

る
。
こ
の
図
の
解
説
に
は
、
石
見
西
部
で
は
「
コ
ネ
ー
ナ
」
は
「
コ
ガ
ー
ナ
」

-
よ
り
上
品
だ
と
土
地
人
が
言
う
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
許
の
人
々
が
「
コ
ネ

ー
ナ
」
を
選
ん
で
い
る
の
も
同
じ
心
理
で
あ
る
。
寧
日
の
人
々
は
「
コ
ガ
ー

ナ
」
を
、
ウ
ラ
ツ
（
御
津
）
の
こ
と
ば
だ
と
言
い
、
ま
た
別
の
こ
と
が
ら
に
関

し
て
で
あ
る
が
、
“
イ
ナ
カ
ボ
ー
ニ
 
ミ
ラ
レ
ン
ヨ
ー
ニ
 
シ
ョ
ー
ト
・
オ
モ
ー

テ
”
こ
と
ば
を
選
ぶ
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。
頃
日
の
生
活
語
状
況
の
背
後
に

は
、
四
日
の
人
々
の
言
語
評
価
意
識
、
言
語
規
範
意
識
が
あ
る
。
「
私
に
く
れ
」

の
意
の
「
ヤ
レ
」
が
安
岡
に
あ
っ
て
内
日
に
な
い
の
も
、
そ
の
言
語
規
範
意
識

に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
ま
た
、
布
・
綿
な
ど
の
焦
げ
る
に
、
お
い
を
言
う
語
は
、
内
日
で
は
八
名
の
話

者
が
「
ボ
ロ
ク
サ
イ
」
で
、
一
名
だ
け
が
「
ヤ
ー
ク
サ
イ
、
」
を
も
答
え
た
。
安

岡
の
話
者
の
ば
あ
い
は
、
 
「
ヤ
ー
ク
サ
イ
」
 
「
ヤ
ケ
ク
サ
ー
」
 
「
キ
リ
メ
ク
サ

イ
」
 
「
キ
ナ
ク
サ
ー
」
と
四
三
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
藤
原
与
一
著

「
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
」
蹴
図
、
L
A
J
3
4
図
を
見
る
時
、
内
日
の
状
況
は
い

か
に
も
長
門
的
で
あ
り
、
安
岡
の
状
況
は
北
九
州
域
の
状
況
を
も
あ
わ
せ
有
し

て
い
て
複
雑
な
の
だ
と
評
せ
ら
れ
る
。
 
「
ひ
き
が
え
る
」
の
方
言
事
象
の
ば
あ

い
に
も
安
岡
に
九
州
域
分
布
事
象
の
見
え
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

 
安
岡
の
漁
業
集
落
に
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
の
は
九
州
域
分
布
事
象
ば
か
り
で

は
な
い
。
す
で
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
 
「
カ
ン
バ
レ
」
 
（
し
も
や
け
）
は
、

L
A
J
上
で
は
下
関
市
域
に
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
瀬
戸
内
海
域
分
布
事
象
で

あ
り
、
 
「
ア
ビ
タ
ク
ム
」
 
（
あ
ぐ
ら
を
か
く
）
は
日
本
海
が
わ
の
分
布
事
象
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
安
岡
に
あ
っ
て
十
日
に
は
な
い
。
漁
業
の
地
の
こ
と
ば
の

多
様
性
は
、
一
つ
に
は
海
を
渡
っ
て
く
る
も
の
を
い
ち
早
く
受
容
し
得
る
位
置

に
あ
る
ζ
と
、
ま
た
一
つ
に
は
そ
の
言
語
評
価
意
識
の
お
お
ら
か
な
こ
と
に
よ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
，

-
と
こ
ろ
で
、
 
「
仲
間
に
入
れ
る
」
の
方
言
事
象
は
聖
日
で
は
「
イ
レ
ル
」

「
イ
ッ
シ
ョ
イ
ス
ル
」
で
あ
り
、
安
岡
で
は
「
甘
言
ラ
ス
」
で
あ
る
。
 
「
用
手

ラ
ス
」
は
『
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
」
鵬
に
は
見
え
な
い
。
 
「
瀬
戸
内
海
言

語
手
巻
』
”
図
に
は
、
九
州
の
周
防
灘
域
に
「
カ
ツ
ル
」
 
「
カ
タ
ラ
セ
ル
」
な

ど
が
、
香
川
県
佐
柳
島
と
岡
山
県
頭
島
に
「
カ
タ
ラ
ス
」
が
あ
っ
て
、
内
海
域

両
辺
に
遺
存
す
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。
安
岡
の
「
カ
タ
ラ
ス
」
が
北
九
州
域
事

象
を
受
容
し
た
も
の
か
、
こ
の
地
の
遺
存
の
も
の
か
は
単
純
に
は
言
い
が
た
い
。
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先
述
の
よ
う
に
、
別
意
な
が
ら
「
カ
タ
ラ
イ
」
は
内
日
に
も
あ
っ
た
。
先
に
あ

げ
た
安
岡
の
「
モ
ー
モ
ー
ド
キ
」
 
（
夕
暮
時
）
や
「
ガ
カ
イ
ガ
エ
ー
」
 
（
体
格

が
よ
い
）
も
、
．
遺
存
か
他
域
事
象
の
受
容
か
を
言
う
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

お
 
わ
 
り
 
に

 
土
地
人
は
し
ば
し
ば
、
ウ
ラ
の
こ
と
ば
と
イ
ナ
カ
の
こ
と
ば
は
違
う
と
言
う
。

が
、
ど
の
点
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
な

い
の
が
つ
ね
で
あ
る
。

 
ど
の
分
野
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
見
ら
れ
る
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情

に
よ
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

 
も
っ
と
も
、
同
一
小
方
言
域
内
の
農
業
地
区
、
漁
業
地
区
を
と
り
あ
げ
て

も
、
今
日
、
そ
の
農
業
形
態
、
漁
業
形
態
は
寒
ま
ぎ
ま
で
あ
り
、
都
心
部
と
の

生
活
距
離
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
比
較
は
慎
重
に
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
回
は
と
も
に
下
関
の
市
街
地
を
都
心
と
し
て
い
る
内
日
と
安
岡
の
生
活
語
の

比
較
を
試
み
た
。

 
今
回
の
調
査
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
私
は
、
農
村
と
漁
村
の

生
活
語
の
差
異
は
、
そ
の
生
活
状
況
の
ち
が
い
と
、
言
語
評
価
意
識
の
差
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
調
査
を
深
め
て
そ
の
事
情
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。
梅
光
方
言
研
究
会
で
、
一
九
八
四
年
に
お
こ
な
っ
た
下

関
市
七
三
、
北
九
州
三
八
地
の
調
査
で
は
、
七
十
代
・
五
十
代
で
は
農
業
の
地

と
漁
業
の
地
と
の
間
に
見
ら
れ
た
差
異
が
、
三
十
代
以
降
で
は
ほ
ど
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
の
状
況
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

 
こ
の
節
、
私
は
、
私
め
小
報
告
が
そ
の
土
地
土
地
の
言
語
生
活
を
あ
り
の
ま

ま
に
写
し
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
レ
て
私
の
調
査
が
、
土
地
の
方
々
か

 
イ
ナ
カ
（
田
舎
）
の
こ
と
ば
と
ウ
ラ
（
浦
）
の
こ
と
ば

ら
い
た
だ
く
ば
か
り
で
な
い
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
土
日

の
豊
田
政
子
さ
ん
が
、
 
「
ホ
ー
デ
ン
 
バ
寒
月
 
ナ
リ
マ
セ
ン
 
ナ
ー
。
ワ
タ

三
一
 
ス
チ
ョ
ー
 
ス
チ
ヨ
ー
ド
、
オ
矧
ー
ト
ッ
タ
ガ
 
コ
リ
ャ
 
ダ
調

ゴ
ト
ジ
ャ
。
」
 
（
方
言
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
ね
え
。
私
は
捨
て
よ
う
捨
て
よ
う

と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ま
あ
大
事
な
こ
と
だ
）
。
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
、
ま
た
安
岡
の
隅
清
子
さ
ん
が
「
ベ
ン
キ
ョ
ー
ニ
 
ナ
ラ
ー
 
ナ
ー
。
」

（
こ
の
よ
う
に
方
言
の
こ
と
を
考
え
話
し
あ
う
こ
と
は
勉
強
に
な
ろ
わ
ね
え
。
）

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

i
下
関
市
の
内
面
と
安
岡
の
ば
あ
い
i

（ 175 ）


